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いが、本論文執筆者の嗅覚とでもいうべきもの — 研究者としては重要な資質のひとつである — に
よって、ラカンの基本概念の本質的把握に達している箇所が散見された。もちろん、ラカン理論の
まとめがこれにつきるのかどうか、さらにはアルチュセールのイデオロギー論の可能性のすべてを
ラカン理論ですくい取れるのかどうかについては議論が分かれるが、それは本論文の枠組みを超え
る問題である。 
 
以上により審査の結果、これにあたった三人共に、本論文は博士（哲学）の学位を授与するに
値するものであると判定した。 
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